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 ラウンドアバウトの環道と大型車が走行可能なエプロンには、利用者がそれを認知できるよ

うに段差を設けることが基本となっている。本稿では、積雪寒冷地において除雪時に除雪装置

がエプロン端部に接触することによる端部の損傷が懸念されたので除雪試験を行い、除雪によ

る影響について確認した。そこで、実際に導入されたラウンドアバウトのエプロン端部の除雪

作業における影響について調査を実施したので報告する。 
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1.  はじめに 

 環状交差点であるラウンドアバウトは、交差点内に侵

入する車両より、環道を走行している車両に優先権があ

るため、交差点に信号機などの施設を必要としないこと

から、停電などに影響されない災害に強い交差点形式と

なっている（写真-1）。日本では、平成26年度に道路交

通法が改正され、環状交差点の通行方法が定められたこ

とから、全国で140箇所導入されており1)、国内において

も広く普及してきている。しかし、国土の約6割以上が

積雪寒冷地域に指定されている日本において、冬期間に

おける道路管理の課題やその対応策について検討が必要

である（写真-2）。 
そのため、寒地土木研究所では、道路管理者がラウン

ドアバウトの導入を検討するうえでの基礎資料となるよ

う、過年度までの研究において、除雪車の除雪装置がエ

プロン端部（以降、「端部」という。）に接触すること

による影響について確認した2)。 
 本稿では、実際に導入されたラウンドアバウトの端部

の除雪作業における影響について調査を実施したので報

告する。 
 

2. ラウンドアバウトの概要 

(1)  ラウンドアバウトエプロンの役割 
 ラウンドアバウトは、環道、エプロン、中央島、分離

島、流入部等で構成される環状交差点であり（図-1）、

一般的な無信号交差点と比較すると車両同士の交錯点が

少ないことから（図-2）、安全性に優れているため欧米

では広く普及している交差点形式である。 
ラウンドアバウトを通行する車両は、環道を走行しな

ければならなく、環道だけでは走行が困難な牽引車両等

の大型車は、環道とエプロンを合わせて走行しても問題

ない。しかし、ラウンドアバウトを通行する小型車等が、

環道とエプロンの違いを認知せずに交差点内を直線的に

通行すると、交差点内での速度の上昇が懸念される。そ

のため、交差点内を通行する車両の走行位置を案内し、

写真-1 ラウンドアバウト全景 
（北海道浜頓別町） 

写真-2 ラウンドアバウトの除雪状況 
（北海道浜頓別町） 
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速度も抑制するには、環道とエプロンには段差を設ける

ことが有効とされている（図-3）3)。 
 
(2)  ラウンドアバウトの除雪 
積雪寒冷地域では、積雪で環道とエプロンとの段差が

埋没し、段差を把握することが困難となり、除雪の際に

除雪装置で端部を損傷させることが懸念された。 
寒地土木研究所では、端部の除雪による影響について

研究を実施してきており、その試験結果より端部形状が

鉛直の場合は、環道の路面部分から欠損が生じることを

確認している。しかし、端部の形状を鉛直部がない擦り

付け形状にすることで、除雪装置の接触による損傷を抑

制できることも確認している2)。 
なお、宗広らの調査においてアメリカやカナダのラウ

ンドアバウトの除雪に関する資料からも、除雪による端

部の損傷について記載されていることを確認している5)。 
そのため、積雪寒冷地域に導入され、除雪作業を実施

しているラウンドアバウトの端部について現地調査を行

った。 
 

3.  ラウンドアバウト現地調査 

(1)  調査概要 

北海道の上ノ国町及び浜頓別町、山形県長井市（以降、

「上ノ国」、「浜頓別」、「長井」という。）に導入さ

れたラウンドアバウトの端部における除雪の影響につい

て、現地調査を実施した（図-4、表-1）。調査は各ラウ

ンドアバウトの端部を構成する縁石に固有の番号を付与

し、縁石上部から1個ずつ写真を撮影した後、付与した

固有の番号ごとに時系列的に整理した。 
なお、現地調査時、除雪作業における留意点について、

維持管理担当者に対しヒアリングを実施した。 
 

 (2)  ラウンドアバウト端部構造 

上ノ国と浜頓別に導入されたラウンドアバウトは外径

は異なるが（表-1）、環道部からエプロン部の構造は同

じテーパー型となっており、環道と端部の境界部におけ

る段差は20㎜の鉛直形状となっている。また、環道とエ

プロン天端の段差は50㎜であり、傾斜角は6°程度であ

る（図-5）。 
長井に導入されたラウンドアバウトも、環道とエプロ

ン天端で70㎜の段差を設けている。しかし、環道と端部

の境界部には段差を設けず、エプロン天端に向かい、曲

図-3 環道とエプロンの段差 
（北海道浜頓別町） 

エプロンの段差 

図-1 ラウンドアバウト標準図 3) 

エプロン 

図-2 平面交差部制御方式による車両間交錯点 4) 
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図-4 現地調査したラウンドアバウトの位置図 
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線ですり付けた滑らかな構造となっている（図-6）。 
なお、国内のラウンドアバウトの多くは、テーパー型

もしくは鉛直型の端部構造となっている（図-7、8）。

図-8において、エプロン端部に高低差のないラウンドア

バウトが多くあるが、その多くは、平成26年度の道路交

通法の改正以前、ロータリー交差点として運用しており、

道路交通法の改正と共にラウンドアバウトに変更となっ

た箇所である。 
 
(3)  調査結果 

維持管理担当者に対して実施したヒアリング調査では、

以下の内容を聞き取っており、ラウンドアバウトの除雪

作業時に苦慮している留意点について把握した。 
・除雪トラックによる環道除雪では、エプロンの端部

をミラー越しに確認できないため、運転手は、窓か

ら顔を出し確認する必要がある。 
・エプロン端部における段差付近の積雪は、除雪用重

機では完全に取り除くことは難しい。 
・エプロンの段差は、除雪作業時間を増やす一因にな

ることもある。 
・信号機がないため、除雪中は、全方向に注意を払う

必要がある。 
現地で端部状況を調査した結果、テーパー型となる上

ノ国と浜頓別では、環道と端部境界の段差で除雪装置が

接触したと思われる損傷を確認した（図-9）。これはラ

ウンドアバウトの除雪をしている際、除雪車両の運転手

は、端部と除雪装置の位置を確認するほか、ラウンドア

バウト内の全方向に対して注意を払う必要がある。その

ため、細心の注意を払いながらラウンドアバウトの除雪

をしていても、端部に除雪装置が接触し、損傷してしま

ったものと考えられる。 

端部が曲線型となる長井でも、端部で複数箇所の損傷

を確認しているが、環道との境界部に段差がないため、

境界部付近では除雪装置が接触したと思われる損傷はな

かった。しかし、曲線部に除雪装置が接触したような損

傷を確認しており（図-10）、これについては、曲線形

表-1 現地調査年月及びラウンドアバウト構造 

上ノ国 浜頓別 長井

完 成 年 月 2019年10月 2020年10月 2017年11月

外 径 40m 36m 25m

中 央 島 径 24m 18m 9m

環道部幅員 5.0m 5.0m 4.5m

エ プ ロ ン
端 部 形 状

テーパー テーパー 曲線

調 査 年 月  2019年10月  2019年3月、9月

 2020年4月、10月  2020年10月  2020年10月

 2021年3月、11月  2021年3月、10月  2021年3月、12月

 2022年3月、10月  2022年11月  2022年10月

260

506°程度

20

環道 エプロンエプロン端部（テーパー）

図-5 ラウンドアバウト端部構造（テーパー型） 

エプロン端部（テーパー型） エプロン 環道 

単位：㎜ 

図-7 エプロン端部形状の種類 

直角 テーパー すりつけ 曲線 高低差無鉛直 テーパー すりつけ 高低差無曲線 

環道 エプロンエプロン端部（曲線）

269

7010°～25°程度

図-6 エプロン端部の形状（曲線型） 

エプロン端部（曲線形状） 環道 エプロン 

単位：㎜ 
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図-8 国内のエプロン境界部形状（N=107） 

図-9 端部損傷状況（テーパー型） 

図-10 端部損傷状況（曲線型） 

損傷箇所 

損傷箇所 
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状において傾斜がきつくなる箇所があるため、そこに除

雪装置が接触して損傷したものと考えられる。 

なお、テーパー型及び曲線型、どちらの端部形状にお

いても、目地部は経年劣化していた。この劣化箇所の隙

間に除雪装置が接触することが原因で、端部が損傷する

こともある（図-11）。 

 

4.  端部損傷の軽減手法の提案 

現地調査の結果、端部が損傷している状況が見受けら

れたことから、過去に寒地機械技術チームが実施した実

証試験で、端部損傷の軽減が期待される手法について提

案する。 

佐藤ら2）がホイールローダとモーターグレーダを用い

た除雪試験において、端部形状が鉛直や急傾斜の場合、

除雪装置が端部に接触し、端部を破損させることを確認

している。しかし、端部形状を「すりつけ形状」とし、

その傾斜角度をホイールローダで30ﾟ、モーターグレー

ダでは20ﾟまでに抑えることで、除雪装置接触時の端部

損傷の抑制が期待できることも確認している（図-12）。

なお、長井の曲線型の端部形状においても、傾斜が緩い

箇所では端部の損傷を確認していないが、傾斜が急にな

る箇所では損傷していた（図-10）。 

久慈ら6）は、除雪作業時における端部への損傷を軽減

させる手法として、環道とエプロンの段差の代わりに、

環道と端部境界にランブルストリップス（以降、「ラン

ブル」という。）を施工した場合のエプロンへの乗り上

げ抑制効果について、被験者による車両走行評価試験を

実施している（図-13）。被験者評価にあたり、段差形

状が違う模擬端部4種類（「傾斜角30°高さ7㎝」、「傾

斜角20°高さ7㎝」、「傾斜角20°高さ5㎝」、「鉛直高

さ5㎝」）と比較している。なお、ランブルとは、舗装

路面にカマボコ状の凹型を連続で切削することにより、

その上を通過する車両に対し不快な振動や音を発生させ、

ドライバーに車線を逸脱したことを警告する交通事故対

策の一つである7)。 

ランブル走行後の被験者による乗り上げ抑制効果につ

いての評価結果は、端部形状が「傾斜角30°高さ7㎝」

及び「鉛直高さ5㎝」より、ランブルの乗り上げ抑制効

果は低いが、「傾斜角20°高さ7㎝」と同程度の評価で

あり「傾斜角20°高さ5㎝」より乗り上げ抑制効果が期

待できることを確認している。そのため、走行時に発生

する騒音等の課題について解決する必要はあるものの、

ランブルを施工することにより、エプロンへの乗り上げ

抑制効果は期待でき、環道とエプロンの段差をなくすこ

図-12 端部損傷試験状況の一例（モーターグレーダ）  

欠損箇所 

傾斜角度20° 

 

欠損箇所 
傾斜角度45° 

 

鉛直 

 
欠損箇所 

傾斜角度30° 

 
欠損箇所 

図-13 ランブルストリップスを施した 

エプロン形状 

図-11 目地部の経年劣化及び損傷 

目地部の劣化が多い箇所 

目地部の劣化が少ない箇所 
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とが可能であれば、除雪作業における端部損傷の軽減が

期待できる。なお、「道道きたひろしま総合運動公園線」

に導入されるラウンドアバウトのエプロンは、段差構造

の代わりにランブルを施す計画である。 

目地部の経年劣化に伴い、劣化箇所に除雪装置が接触

することによる損傷については（図-11）、目地の隙間

の点検及び必要に応じて補修を実施し、除雪装置の接触

を軽減させることが必要である。 

 

5.  まとめ 

ラウンドアバウトの端部に除雪装置が接触することで、

端部が損傷することを試験で確認していた。そのため、

積雪寒冷地に導入され、除雪作業を実施しているラウン

ドアバウトで端部の状況について調査を実施した。その

結果、端部構造がテーパー型のラウンドアバウトにおい

て、環道と端部境界の段差で除雪装置が接触したと思わ

れる損傷を確認した。また、曲線型の端部でも、曲線形

状において傾斜がきつくなる箇所で、除雪装置が接触し

たと思われる損傷を確認した。なお、端部の目地部は経

年劣化した箇所で除雪装置が接触し、損傷している箇所

も確認している。 
これらの損傷を軽減させる手法として、端部形状を段

差のない「すりつけ形状」とする。もしくは、環道とエ

プロンの段差の代わりにランブルを施すなどの手法を用

いることで、端部損傷の軽減が期待できる。ただし、ラ

ウンドアバウトに適したランブルについて検討する必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がある。また、目地部の劣化については点検及び必要に

応じて補修を実施することが重要であることを提案した。 
今後は、除雪作業で損傷しづらいラウンドアバウトの

端部構造について検討したい。 
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